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本セッションのまとめ（小湊） 

それでは全体を振り返ってみようと思います。皆さんもポスターをご覧になってお分かりのよ

うに、全部で 13 班あり、それぞれいろいろな課題またはテーマを抱えて、まとめられていました。

ただ、今年はやっぱり書かれる中身が少しずつ変化してきているなという実感を持った次第です。

特に多い発表としては、どうやって IR 室をスタートさせていくのか、活動の端緒をどう切り開い

ていくのか、という課題なのですが、これは毎年あるような話なのですね。その中でも、データ

の収集・分析をどうするのかという課題について、いろいろああでもない、こうでもないという

議論が多かったのがこれまでの議論だったのかなと思うのですけども、今回の話を聞くと、そこ

に対する解決策が割と具体的に出始めたな、という印象を持っています。それは実際、今日ご参

加の皆さんが、現場で活動されていて、少しずつ蓄積ができ始めているっていう証左なのかもし

れない、とも思いました。 

 また、あとそれ以外に、今後のことを考えて、今日からやれるような活動をどういう風に位置

付けて展開していくのかっていう話題もちょこちょこっと出てくるところを見ると、今回で担当

者集会は 10 回目になりますけれども、10 年でようやくここまで来たのかなという実感を、実は

持った次第です。ただ、アメリカであってもやはり、前に報告いただいた中身にもあったように、

なかなか書いたレポートが読んでもらえないという話は、ちょこちょこ聞く話ではあります。で

すから、そういう課題がすぐには改善できたりできなかったりするというのは、いつでもあり得

る話なのかもしれません。そういった意味では、ずっと継続的にどの大学も抱える課題というの

が幾つかあるのかもしれませんが、それに対して具体的にどうアプローチしていくかっていう話

も出てきたところは、非常に有意義な成果だったのではないかと、思いました。 

 皆さん方が今回、昨日から今日にかけて１泊２日の担当者集会ということで、結構ハードな部

分もあったかもしれませんが、今回いろんな方とネットワークを作っていただいて、いろいろ考

えたこともおありかと思います。それを実際に、ご自身の大学の現場に持ち帰って、少しでも形

にして動いていただく、成功もあるし失敗もあるかもしれませんが、そういったものもまた、来

年以降、こういう場で発表していただけると、いい循環が回っていくのではないかと勝手に妄想

している次第でございます。ですから皆さん、今後ともご協力の程、よろしくお願いいたしたい

と思います。そして、２日間にわたり、どうもお疲れさまでした。これで、大学評価担当者集会、

実践セッションを終わりたいと思います。 

 


